
１　講座開設事業（第32期）

　　○ 募集対象　　金沢市及び金沢市近郊在住の満１８歳以上の方

　　○ 募集期間　　令和７年３月１日（土）～令和７年４月３日（木）

　　○ 事業内容　　第31期と同様に８コースの分野で、各コース２５回の講義や現地実習等を実施

　　　　　　　　　 する。

　　　　［変更点］

　　　　　「地域づくりコース」を「地域づくり・防災活動コース」に変更。

　　　　　 従来の「地域づくりコース」では、幅広い見識を身につけるため、５コマを他コースから

 　　　　　など防災をテーマとした講義を用意し、より防災活動を意識したコースに変更した。

【第32期　コースの概要】

コース 開催曜日 学習指針

子どもと関わり、子育てを支援するボランティアに

安心して子育てできる環境づくりを、知識の習得と実習を通じて学ぶ。

緊急課題である能登半島地震からの復旧・復興を中心に、地域づくりを支えるボランティアに

地域防災力の強化や地域福祉の増進に関わる活動を、事例紹介や現地見学を交えて学ぶ。

高齢者の方々や障がいのある方に寄り添うボランティアに

福祉に関する問題についての理解を深め、福祉施設での実習を通じて学ぶ。

金沢の文化財保護・活用に貢献するボランティアに

建造物や史跡など歴史遺産に関わる活動を、事例紹介や現地見学を交えて学ぶ。

多文化共生社会を支えるボランティアに

異文化理解を深め、外国の方とのコミュニケーション・スキルを体験や交流を交えて学ぶ。

金沢の文化に貢献するボランティアに

美術館や図書館などでの活動を、見学や実習を交えて学ぶ。

金沢の心を伝える観光ボランティアに

ガイドに必要な知識と心構えを、「まいどさん」による現地での学習を中心に学ぶ。

金沢の豊かな環境を次世代につなげるボランティアに

地球温暖化や自然保護等に関する活動を、現地での学習や実習を交えて学ぶ。

　　○ 募集定員　　各コース　３５名（文化コースのみ３０名）　　計２７５名

　　○ 受講期間　　令和７年５月１０日（土）～ 令和８年２月２１日（土）　全２５回

　　○ 受講費用　　資料代実費相当として5,000円（前年度と同額）

令和７年度　事業計画　　　

　　　　　 選択受講としていた。令和７年度は、この選択受講の代わりに能登半島地震に関すること
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２　ボランティア一般講座

（１）特別講義の開催

　　○ 日　時　　令和８年２月初旬頃　予定

　　○ 会　場　　中央公民館彦三館

　　○ 対　象　　金沢市及び金沢市近郊在住者　１００名

　　○ 講　師　　未定

　　○ 内　容　　未定

（２）オープン講座の開講

　 ・オープンキャンパス（専門講座）

　　○ 日　時　　令和７年１０～１２月

　　○ 会　場　　中央公民館彦三館

　　○ 対　象　　金沢市及び金沢市近郊在住者（各コースごと数名程度）

　 ・オープンセミナー（全体講座）

　　○ 日　時　　令和７年１１月２９日（土）

　　○ 会　場　　中央公民館彦三館

　　○ 講　師　　金沢星稜大学　名誉教授　池田　幸應

　　○ テーマ　  地域活性化とひとづくり

　　各コースの一部講座を活用し、受講生以外の方も参加できるオープン講座を実施し、一般の方の
　ボランティア意識の向上と活動のきっかけを提供するとともに、大学校の知名度向上を目指すもの。

　　金沢市におけるボランティア活動の更なる普及啓発と協働のまちづくりの推進を目指して
　いくため、特別講義を開催するもの。



３　ボランティア活動支援事業

（１）「ボランティア学」出前講座の実施

　　○ 対　象　　市内に所在する団体・グループ・企業等

　　○ 内　容　　金沢ボランティア大学校カリキュラムに準じた内容の研修を希望する場合に

　　　　　　　　 講師を派遣（日時・場所・講師は希望団体と調整）

　　○ その他　　年３回程度の派遣を予定

（２）ボランティア大学校フェスタの開催

　　○ 日　時　　令和７年１１月９日（日）

　　○ 場　所　　中央公民館彦三館

　　○ 対　象　　市民、大学校受講生・修了生、ボランティア団体

（３）修了生等の活動を支援するための取り組み

　　　　・修了生の大学校事業への参加促進（ティーチングアシスタント制度の拡充）

　　　　・市民活動サポートセンターとの連携強化（学生のまち市民交流館の利用促進）

　　　　・市関係課、関係団体との連携、ボランティア情報の収集と発信

　　　　・金沢ボランティア大学校同窓会への活動支援

　　　　・受講生、修了生を対象としたアンケート調査の実施

　　　　・修了生に対してボランティア募集情報などを提供

　市民に大学校受講生や修了生が活動しているボランティア団体等との交流の場を提供し、
ボランティア活動を知る（体験する）きっかけを創出するとともに、ボランティア活動への
積極的な市民参加を推進する。

　ボランティアの意義目的を深く理解してもらい、活動の促進と浸透を図るため、地域団体・
グループ・企業等に講師を派遣するもの。


